
粗面仕上げ用化粧目地材

NSレンガメヂは、タイル張り建物の個性を引き立てる化粧目地材です。あらゆる
タイルに対応できるように豊富なバリエーションを取り揃えています。

特長

■ 自然の風合いをいつまでも変わらない色調で保つことができます。

■ チューブ・目地ごて・塗込み等のあらゆる施工法に対応できます。

■ 防水性に優れています。

■ 特長のある個性的な仕上面が得られます。

標準仕様

製品名 色調 荷姿 適用部位 適用タイル 標準調合 標準施工面積

25kg/袋NSレンガメヂ

モザイクタイル､
小口平タイル､
二丁掛タイル､
レンガタイル

小口平タイル
約6m2 （幅10mm）
約4.3m2（幅15mm）
二丁掛タイル

約7.2m2（幅10mm）
約5.2m2（幅15mm）

清水
約5r

※印刷のため、実際の色調とは異なる場合がありますので色調決定に当たっての参考としてください。
※水量や施工法（押え、塗込み等）により色調に濃淡を生じますので、色調は現場での見本塗り後、決定してください。
※関西支社はR-100のみの取扱いとなります。

R-100 R-200 R-300 R-400 R-500
色調見本

ライトベージュ

ベージュ

ライトブラウン

グレー

ホワイト

R-100

R-200

R-300

R-400

R-500

性　能

日本化成(株)中央研究所

1.94

保水率(%) 49.8 30%以上

長さ変化(%) 0.11 0.2以下

吸水量(g) 7.1 50g以下

※上記試験結果は、JIS等の規格に定められた条件下で得られた測定値です。

単位容積質量(kg/r) 1.8kg/r以上

試験項目 試験結果
（一社）公共建築協会(既製調合目地材)

の品質基準

内･外壁

幅：5～20mm
(8～20mm)

厚さ：5～20mm

注)＊1：関西支社品
注)＊2：目地寸法厚さ12mmの場合

＊1

上記標準仕様以外での施工による不具合につきましては、弊社では責任を負いかねますのでご注意ください。
※各生産工場により、標準調合(加水量)が若干変わることがありますので、製品の包装袋の記載値で調合してください。

関東・関西支社限定品

＊2
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施工法

使用上の注意

■気温が3℃以下になる場合には、施工を避けてください。

■本品は既調合品です。指定材料以外の他の材料の混入は避けてください。

■練混ぜに使用する水は、水道水等の清水を使用してください。

■使用後の器具は速やかに水で洗浄してください。

■製品は製造年月日を確認し、6ヶ月以内を目安に使用してください。

4.1-2003.U3000

施工前の
確認

練混ぜ

目地詰め
(一本目地)

養　生

下地処理

洗　い

目地詰めは、タイル張り施工後、夏季7日以上、冬季は14日以上経過していることを確認
し、おこなってください。
＊施工条件等により、色調に濃淡が生じ、色調見本(印刷見本等)と異なる場合がありますので、見本塗りをおこな
った後に色調を決定してください。

目地部分のほこりやセメントの固まりがある場合には、へら･ほうき等で除去して下さい。
下地が極度に乾燥している場合は水湿しをおこなってください。

NSレンガメヂ25kgに対し、所定量の水を加え、ハンドミキサー等で十分に練り混ぜてく
ださい。
＊強度低下の原因になりますので、標準調合を厳守してください。加水後の材料は夏季40分以内、冬季60分以内に使
い切り､ 練足し、水を加えての練直しは避けてください。

チューブでの目地詰めは、目地幅に合った口金をつけた袋にNSレンガメヂを入れ、口金を
目地に沿って移動させNSレンガメヂを絞り出してください。目地ごてによる施工の場合は、
こて板に適量のNSレンガメヂをとり目地ごてで充填してください。隙間や充填不足がない
ように一度押さえ込んでください。目地詰め後、硬化の程度を見計らい、ささら、ほうき、
ワイヤブラシ等で表面を削り落とし、好みの意匠としてください。
＊塗り目地をおこなう場合、見本塗りによりタイル面の汚れや目地部の仕上がり状態を確認してください。

通風や直射日光を避け、必要に応じて屋内では開口部の閉鎖、屋外ではシート掛け等の
養生をおこなってください。また、施工後、降雨・降雪のおそれがある場合も、シート
掛け等の養生をおこなってください。
＊初期の雨掛り等は、白華・色むらの原因となりますので、シート掛け等の 養生をおこなってください。

NSレンガメヂの硬化後水洗いで汚れを取り除いてください。著しい汚れの残る場合は、
酸洗いによって汚れを取り除いてください。
＊早期の目地洗いは、目地を変色させる可能性がありますので、十分に硬化後に実施してください。
＊酸洗いを実施する場合は、監督者の承認を得て実施してください。
＊使用する酸は、サッシ、ガラス等を侵す可能性がありますので、工業用塩酸を30倍程度に希釈したもの等を使用
してください。
＊目地材を過度に浸食する可能性がありますので、酸洗いを実施する前には目地部に十分水に湿しをおこない、酸
が目地材にしみ込まないようにしてください。酸洗い終了後は、十分散水し、酸が表面に残留しないように洗い
流してください。

本カタログに記載された内容(データ・仕様・施工法等)は、作成時点で入手できた情報・データに基づいており、実際の現場

での結果を確実に保証するものではありません。また、本カタログの内容は、断りなく変更することがありますので、ご了承

ください。ご使用に際しては、適切な使用方法と安全対策に注意し、お取り扱いください。
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